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総数(左軸) 韓国・朝鮮 中国・台湾

ベトナム フィリピン ブラジル

人
人

96,530人
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労働者数（右軸）

事業所数（左軸）会社の 数（左の 数字）

人会社

4,036の会社
17,614人

7,,275の会社
41,083人

人

4,662人

7,058人

合計（左の 数字）

2009  2010  2011  2012  2013  2014  2015  2016  2017  2018  2019

労働者の 数（右の 数字）

2009  2010  2011  2012  2013  2014  2015  2016  2017  2018  2019

ろうどうしゃ かず みぎ すうじ

かいしゃ かず ひだり すうじ

かいしゃ

ごうけいひだりすうじ かんこくちょうせん ちゅうごく・たいわん

にん
にん

ひょうご多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

推進
すいしん

指針
し し ん

を 新
あたら

しくしました 

①  外国人
がいこくじん

の 国籍
こくせき

や 住
す

む 地域
ち い き

が ふえたことに あわせて ひつようなことを
します 

 ・ 兵庫県
ひょうごけん

に 住
す

む 外国人
がいこくじん

が ふえて、国籍
こくせき

の 数
かず

も ふえています。外国人
がいこくじん

が 
いる 地域

ち い き

も ふえています。住
す

んでいる 外国人
がいこくじん

の 様子
よ う す

を よく 見
み

て、それぞ
れの 地域

ち い き

の 事情
じじょう

に あわせた 環 境
かんきょう

を つくる ひつようがあります。 
 ・ 兵庫県

ひょうごけん

の どの地域
ち い き

でも、外国人
がいこくじん

が あんしんして 医療
いりょう

の サービスを うけ
ることが できるようにする ひつようが あります。 
 ・ さいきん 外国人

がいこくじん

が ふえている 地域
ち い き

では、地域
ち い き

の 住 民
じゅうみん

が 多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

を 
よく 理解

り か い

することが ひつようです。 

② 教 育
きょういく

を よくします 

 ・ 外国人
がいこくじん

の 児童
じ ど う

・生徒
せ い と

が ふえています。学校
がっこう

で 勉 強
べんきょう

するための 言葉
こ と ば

を ま
なんで、学 力

がくりょく

を 高
たか

くする ひつようが あります。児童
じ ど う

・生徒
せ い と

が、 仕事
し ご と

が でき
る 力

ちから

を そだてて、満足
まんぞく

な 人生
じんせい

を おくるためです。 
 ・「日本語

に ほ ん ご

教 育
きょういく

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」が できました。幼児
よ う じ

・児童
じ ど う

・生徒
せ い と

、外国人
がいこくじん

留学生
りゅうがくせい

、会社
かいしゃ

で 働
はたら

いている人
ひと

たちが、住
す

んでいる 地域
ち い き

の なかで 日本語
に ほ ん ご

を 
勉 強
べんきょう

できるようにする ひつようが あります。 

③ 兵庫県
ひょうごけん

の 産 業
さんぎょう

にとっても 外国人
がいこくじん

は 大切
たいせつ

です 

 ・ 会社
かいしゃ

で 働
はたら

く 外国人
がいこくじん

の 様子
よ う す

を しっかり 知
し

って、働
はたら

きやすくするために 
たすける ひつようが あります。兵庫県

ひょうごけん

の 経済
けいざい

を 強
つよ

くするためにも ひつよう
です。 
 ・ 外国人

がいこくじん

が 地域
ち い き

の 社会
しゃかい

や 人
ひと

たちと 交 流
こうりゅう

して、お互
たが

いに 協 力
きょうりょく

できるよう
にする 必要

ひつよう

が あります。 
④ 災害

さいがい

＜地震
じ し ん

・津波
つ な み

・洪水
こうずい

など＞・感染症
かんせんしょう

＜新型
しんがた

コロナウイルスなど＞に そなえま
す 

 ・ 外国語
が い こ く ご

で もっと 情 報
じょうほう

を つたえることが できるようにする ひつようが 
あります。外国人

がいこくじん

が 相談
そうだん

できるところを ふやす ひつようが あります。病気
びょうき

を 
ひろげない「 新

あたら

しい生活
せいかつ

様式
ようしき

（ひょうごスタイル）」に あった 多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

を す
すめる ひつようが あります。 
 

2016年
ねん

3月
がつ

に 「ひょうご多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

推進
すいしん

指針
し し ん

」を つくりました。いろいろな 文化
ぶ ん か

の人
ひと

たちが 兵庫県
ひょうごけん

で いっしょに くらしやす
くするための 計画

けいかく
です。その後

あと
 社会

しゃかい
や 経済

けいざい
の 様子

よ う す
が 変

か
わりました。兵庫県

ひょうごけん
では いろいろな 国

くに
から 来

き
た 外国人

がいこくじん
の 住 民

じゅうみん
が ふ

えています。 産 業
さんぎょう

にとって 大切
たいせつ

な 外国人
がいこくじん

も ふえています。いろいろな 文化
ぶ ん か

の人
ひと

たちが もっと 暮
く

らしやすくなるように この計画
けいかく

を 新
あたら

しくしました。これから 5年
ねん

間
かん

の 計画
けいかく

です。 
 <社会

しゃかい
や 経済

けいざい
の 様子

よ う す
が 変

か
わりました> 

 ・外国人
がいこくじん

の 住 民
じゅうみん

が ふえています。外国人
がいこくじん

の 国籍
こくせき

や 外国人
がいこくじん

が いる 地域
ち い き

もふえています。 
 ・ 「 出 入 国

しゅつにゅうこく
管理
か ん り

及
およ

び難民
なんみん

認定法
にんていほう

」＜外国人
がいこくじん

が 日本
に ほ ん

に 入
はい

るときについての 法律
ほうりつ

＞が 変
か

わりました。「特定
とくてい

技能
ぎ の う

」という 新
あたら

しい 
在 留
ざいりゅう

資格
し か く

が できました。 
 ・「日本語

に ほ ん ご
教 育
きょういく

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」が できました。みんなが 日本語
に ほ ん ご

を 勉 強
べんきょう

できるようにするための 法律
ほうりつ

です。 
 ・総務省

そうむしょう
＜国

くに
の 役所

やくしょ
＞が 「地域

ち い き
における多文化

た ぶ ん か
共 生
きょうせい

プラン」を あたらしくしました。ＳＤＧs＜将 来
しょうらい

のために 環 境
かんきょう

を まもりなが
ら いまの 生活

せいかつ
を もっと よくするための 目 標

もくひょう
＞の 考

こう
えに あわせて 新

あたら
しくしました。 

 ・新型
しんがた

コロナウイルスが 広
ひろ

がって 多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

＜いろいろな 文化
ぶ ん か

の人
ひと

たちが いっしょに くらす＞の 環 境
かんきょう

も 変
か

わりました。 

(1) 兵庫県
ひょうごけん

に 住
す

む 外国人
がいこくじん

の 数
かず

 
① 2014年

ねん
から 2019年

ねん
までの 様子

よ う す
 

  2014年
ねん

12月
がつ

の 在 留
ざいりゅう

外国人
がいこくじん

の 数
かず

は 96,530人
にん

でした。そのときから ふえています。2019年
ねん

12月
がつ

には
115,681人

にん
になりました。日本

に ほ ん
で 7番

ばん
目
め

に 多
おお

いです。5年
ねん

の 間
あいだ

に 19,151人
にん

（19.8 ％） ふえました。 
 
②どの国

くに
・地域

ち い き
の人

ひと
が 多

おお
いか(2014年

ねん
ー2019年

ねん
)  

  2019年
ねん

12月
がつ

は 韓国
かんこく

・朝 鮮
ちょうせん

の 41,206
人
にん

が 一番
いちばん

 多
おお

かったです。つぎに 中 国
ちゅうごく

・
台湾
たいわん

が 26,821人
にん

、ベトナムが 21,870人
にん

で
した。2014年

ねん
12月

がつ
と くらべると ベトナ

ムが 15,290人
にん

(232.4％) ふえました。 
 国籍

こくせき
の 数

かず
は、2014年

ねん
12月

がつ
は 141 でした。

2019年
ねん

12月
がつ

は、 157 に ふえました。 
 
③ 外国人

がいこくじん
が  住

す
ん で い る 地域

ち い き
(2014 年

ねん
ー

2019年
ねん

)  
  2019年

ねん
12月

がつ
は 神戸

こ う べ
地域
ち い き

が 50,155人
にん

で 一番
いちばん

 多
おお

かったです。ふえる 割合
わりあい

が 
一番
いちばん

 高
たか

いのは 北播磨
き た は り ま

地域
ち い き

で、93.1％ ふ
えました。但馬

た じ ま
・丹波

た ん ば
・淡路

あ わ じ
も 50％以上

いじょう
 ふ

えました。 
 
(2) 兵庫県

ひょうごけん
で 働

はたら
く 外国人

がいこくじん
 

① 2014年
ねん

から 2019年
ねん

までの 様子
よ う す

 
 外国人

がいこくじん
が 働

はたら
いている 会社

かいしゃ
の 数

かず
と、

兵庫県
ひょうごけん

で 働
はたら

いている 外国人
がいこくじん

の 数
かず

は 
ど ち ら も  ふ え て い ま す 。 2014 年

ねん
は 

4,036 の 会社
かいしゃ

、17,614人
にん

でした。2019年
ねん

には、7,275 の 会社
かいしゃ

、41,083人
にん

に ふえ
ました。 
 
②どの国

くに
・地域

ち い き
の人

ひと
が 多

おお
いか(2014年

ねん
ー

2019年
ねん

)  
 2019 年

ねん
は ベト ナム の 17,207 人

にん
が 

一番
いちばん

 多
おお

かったです。つぎに 中 国
ちゅうごく

が 
9,582人

にん
、フィリピンが 3,094人

にん
でした。

2014 年
ねん

と  比
くら

べ る と  ベ ト  ナ ム が 
14,877人

にん
 ふえました 

(3) 兵庫県
ひょうごけん

の 外国人
がいこくじん

留学生
りゅうがくせい

① 2014年
ねん

から 2019年
ねん

までの 様子
ようす

2014 年
ねん

の 外国人
がいこくじん

留学生
りゅうがくせい

の 数
かず

は

4,662 人
にん

でした。 2019 年
ねん

には 7,058 人
にん

に

ふえました。

②どの国
くに

の人
ひと

が 多
おお

いか

(2014年
ねん

→2019年
ねん

) 

2019 年
ねん

は 中国
ちゅうごく

の 3,065 人
にん

が 一番
いちばん

多
おお

かったです。つぎに ベトナムが 2,065

人
にん

、韓国
かんこく

が 424人
にん

、ネパールが 228人
にん

で

した。 2014 年
ねん

と 比
ひ

べると ベトナムが

1,786人
にん

ふえました。
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６ すすめていくこと 

兵庫県
ひょうごけん

を 多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

＜いろいろな 文化
ぶ ん か

の人
ひと

たちが いっしょに くらす＞の 社会
しゃかい

にします。いろいろな 文化
ぶ ん か

が もつ いいところを 活用
かつよう

します。兵庫県
ひょうごけん

に す

む人
ひと

たちが みんな いっしょになって 地域
ち い き

を 元気
げ ん き

にします。 
  

 

１ 多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

の 意識
い し き

を 

 つくります 

 

 

   

実行

じ っ こう

する 計画

け い かく

 

 (1)多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

が大切
たいせつ

なことを たくさんの

人
ひと

に 知
し

らせます 

 
① 地域

ちいき

の 住 民
じゅうみん

や 会 社
かいしゃ

、NGO などが 参加
さんか

する 勉 強 会
べんきょうかい

をします。 

  
② 外 国

がいこく

にある 県
けん

の 事務所
じむしょ

などを つかって 外 国
がいこく

の 多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

について しらべます。 

   
③ 多文化

たぶんか

共 生
きょうせい

の 教 育
きょういく

を 進
すす

めます。 

   
④ 外 国 人

がいこくじん

への 攻 撃
こうげき

や 差別
さべつ

の 書
か

きこみが ないように インターネットを しらべます 

     

 (2)地域
ち い き

の 様子
よ う す

に あわせて 多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

の 環 境
かんきょう

を つくり、情 報
じょうほう

を つたえます 

 
① 外 国 人

がいこくじん

と 地域
ちいき

に 住
す

んでいる人
ひと

が 話
はなし

せるようにします。外国語
がいこくご

を 翻 訳
ほんやく

する 機械
きかい

や 通 訳
つうやく

を つかいます。 

  
② 外 国 人

がいこくじん

と 地域
ちいき

に 住
す

んでいる人
ひと

が 話
はな

すことで、多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

が 大 切
たいせつ

だということを みんなが 知
し

ります。 

   
③ 外 国 人

がいこくじん

が たくさん 住
す

んでいる 地域
ちいき

のことを 紹 介
しょうかい

します。 

   
④ 兵 庫 県

ひょうごけん

ぜんたいで 多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

が すすみやすい 環 境
かんきょう

を つくります。 

２ いろいろな 文化
ぶ ん か

を 理解
り か い

して 

 活躍
かつやく

できる 人
ひと

を そだてます 

 

 

 

 

 

 (1)外国人
がいこくじん

の 児童
じ ど う

・生徒
せ い と

が 日本語
に ほ ん ご

や じぶ

んの 国
くに

の ことばを 勉 強
べんきょう

できるようにし

ます 

 
① 学 校

がっこう

で 先 生
せんせい

が 日本語
にほんご

を 教
きょう

えることが できるようにします。先 生
せんせい

の 教 育
きょういく

をします。 

  
② 小 学 校

しょうがっこう

や 中 学 校
ちゅうがっこう

で 日本語
にほんご

や 多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

を 教
おし

えるための 研 究
けんきゅう

をします。 

  
③ 特 別

とくべつ

な クラスを つくって 日本語
にほんご

を 教
おし

えます。 

   
④ 先 生

せんせい

が 日本語
にほんご

を おしえるときに 手
て

伝
つだ

う人
ひと

を 学 校
がっこう

へ 送
おく

ります。 

   
⑤ 外 国 人

がいこくじん

が 自分
じぶん

の 国
くに

の ことばや 文化
ぶんか

について 知
し

ることを たすけます。 

   
⑥ ふだんの 生 活

せいかつ

の なかで 安 心
あんしん

して あつまることが できる 場所
ばしょ

を つくります。 

   
⑦ 地域

ちいき

で 日本語
にほんご

を もっと 勉 強
べんきょう

できるようにします。 

    

 

 (2)外国人
がいこくじん

が 学校
がっこう

へ 入
はい

って 勉 強
べんきょう

しやす

くします 

 
① 外 国 人

がいこくじん

の 児童
じどう

や 生徒
せいと

を たすける人
ひと

を 学 校
がっこう

へ 送
おく

ります。「子
こ

ども多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

サポーター」です。 

  
② 外 国 人

がいこくじん

の 児童
じどう

や 生徒
せいと

が 学 校
がっこう

へ 行
い

くのを たすけます。日本語
にほんご

の 勉 強
べんきょう

や 進 学
しんがく

、 就 職
しゅうしょく

について 相 談
そうだん

が できます。 

   
③ 「子

こ

ども多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

コーディネーター」に 勉 強
べんきょう

や 進 学
しんがく

・ 就 職
しゅうしょく

の 相 談
そうだん

が できます。外 国 人
がいこくじん

を たすける 団 体
だんたい

を 紹 介
しょうかい

しま

す。  

   
④ 外 国 人

がいこくじん

の 児童
じどう

や 生徒
せいと

が 学 校
がっこう

で 勉 強
べんきょう

することについて 先 生
せんせい

を 教 育
きょういく

します。 

   
⑤ 県 立

けんりつ

高 校
こうこう

で 決
き

まった数
かず

の 外 国 人
がいこくじん

を 特 別
とくべつ

に 入
はい

りやすくします。外 国 人
がいこくじん

が 勉 強
べんきょう

しやすくなるように たすけます。 

   
⑥ 外 国 人

がいこくじん

の 生徒
せいと

が 夕 方
ゆうがた

から 勉 強
べんきょう

できる 中 学 校
ちゅうがっこう

を ふやします。 

   
⑦ お金

かね

が なくて 学 校
がっこう

で 勉 強
べんきょう

できない 生徒
せいと

を たすけます。 

   
⑧ 外 国 人

がいこくじん

学 校
がっこう

を たすけます。外 国 人
がいこくじん

学 校
がっこう

の 生徒
せいと

が 地域
ちいき

の 住 民
じゅうみん

と 交 流
こうりゅう

することを たすけます。 

    

 

 (3)外国人
がいこくじん

留学生
りゅうがくせい

や 仕事
し ご と

をする 外国人
がいこくじん

が 

来
き

やすくします 

 
① 外 国 人

がいこくじん

留 学 生
りゅうがくせい

のための とくべつな 試験
しけん

をします。外 国 人
がいこくじん

留 学 生
りゅうがくせい

が 県 立
けんりつ

大 学
だいがく

へ 入
はい

りやすくするためです。 

  
② 外 国 人

がいこくじん

留 学 生
りゅうがくせい

が 勉 強
べんきょう

するための お金
かね

を 兵 庫 県
ひょうごけん

が 出
だ

します。  

   
③ 外 国 人

がいこくじん

留 学 生
りゅうがくせい

が 兵 庫 県
ひょうごけん

の 会 社
かいしゃ

で 働
はたら

くことが できるようにします。 

   
④ 外 国

がいこく

の 会 社
かいしゃ

と 高度
こうど

外 国
がいこく

人 材
じんざい

＜せんもんの 技 術
ぎじゅつ

や 知識
ちしき

を もった 外 国 人
がいこくじん

＞を 兵 庫 県
ひょうごけん

に よびます。 

   
⑤ 兵 庫 県

ひょうごけん

の 会 社
かいしゃ

で 高度
こうど

外 国
がいこく

人 材
じんざい

が もっと 働
はたら

けるようにします。 

    

 

 (4)外国
がいこく

の 感覚
かんかく

を もった人
ひと

を 兵庫
ひょうご

で そ

だてます。外国
がいこく

との 交 流
こうりゅう

を すすめます 

 
① ちがう 文化

ぶんか

について 理解
りかい

する 子
こ

どもを 学 校
がっこう

で そだてます。 

  
② 児童

じどう

や 生徒
せいと

が 外国語
がいこくご

を つかうことが できるようにします。外 国 人
がいこくじん

の 先 生
せんせい

が たすけます。 

   
③ 国 際

こくさい

感 覚
かんかく

を 持
も

って 外 国 人
がいこくじん

と しっかり 話
はな

すことが できる人
ひと

を そだてます。 

   
④ 兵 庫 県

ひょうごけん

と 関 係
かんけい

がある 外 国
がいこく

の まちに 交 流
こうりゅう

のための人
ひと

を 送
おく

ります。 

   
⑤ 外 国

がいこく

の 感 覚
かんかく

をもって 多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

の 社 会
しゃかい

を つくります。 

   
⑥ 県 立

けんりつ

大 学
だいがく

で 英語
えいご

で うけることが できる 講義
こうぎ

を ふやします。外 国 人
がいこくじん

留 学 生
りゅうがくせい

との 交 流
こうりゅう

を すすめます。 

   
⑦ 外 国

がいこく

の 会 社
かいしゃ

について 知
し

ることが できるようにします。外 国
がいこく

に 関 係
かんけい

がある 仕事
しごと

をしたい学 生
がくせい

を ふやします。 

   
⑧ 観 光

かんこう

で 兵 庫 県
ひょうごけん

に くる 外 国 人
がいこくじん

を 迎
むかえ

えることが できる人
ひと

を そだてます。 

３ 暮
くら

らしやすく 働
はた

きやすい 

 生活
せいかつ

が できるようにします 

 

 

 

 

 

 (1)いろいろな 外国語
がいこくご

で 情 報
じょうほう

を つたえ

ます 

 
① 役 所

やくしょ

や 生 活
せいかつ

の 情 報
じょうほう

を 外国語
がいこくご

や かんたんな 日本語
にほんご

で つたえます。 

  
② SNS を つかって 外国語

がいこくご

で 情 報
じょうほう

を つたえます。 

   
③ 翻 訳

ほんやく

の 機械
きかい

などを つかって 外 国 人
がいこくじん

と 地域
ちいき

の 住 民
じゅうみん

が 話
はな

しやすくします。 

   
④ かんたんな 日本語

にほんご

で 情 報
じょうほう

を つたえます。 

   
⑤ 外 国 人

がいこくじん

にも わかりやすい 言葉
ことば

で 情 報
じょうほう

を つたえます。 

    

 

 (2)いろいろな 外国語
がいこくご

で 相談
そうだん

できるように

します 

 
① こまっている 外 国 人

がいこくじん

が 外国語
がいこくご

で 相 談
そうだん

できるようにします。 

  
② 外 国 人

がいこくじん

が 集
あつ

まるところを つくる人
ひと

たちや 外 国 人
がいこくじん

を たすける 団 体
だんたい

を たすけます。 

   
③ 市

し

や 町
まち

で もっと 外 国 人
がいこくじん

が 相 談
そうだん

できるようにします。 

   
④ 国 際

こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

や 相 談
そうだん

窓 口
まどぐち

など 外 国 人
がいこくじん

を たすける 団 体
だんたい

が 連 絡
れんらく

を とりやすくします。 

   
⑤ 兵 庫 県

ひょうごけん

の どの地域
ちいき

でも 翻 訳
ほんやく

の 機械
きかい

などを つかって 相 談
そうだん

できるようにします。 

    

 

 (3)日本語
に ほ ん ご

や 日本
に ほ ん

の 文化
ぶ ん か

・習 慣
しゅうかん

を 勉 強
べんきょう

できるようにします 

 
① 日本語

にほんご

や 日本
にほん

の 文化
ぶんか

・ 習 慣
しゅうかん

について 勉 強
べんきょう

できる場所
ばしょ

を ふやします。 

  
② 生 活

せいかつ

している 地域
ちいき

で 日本語
にほんご

を 勉 強
べんきょう

できるようにします。 



   
③ 日本語

にほんご

や 日本
にほん

の 文化
ぶんか

・ 習 慣
しゅうかん

について 勉 強
べんきょう

できる 教 科 書
きょうかしょ

などを つくります。 

   
④ 日本語

にほんご

教 室
きょうしつ

で 勉 強
べんきょう

する 外 国 人
がいこくじん

が 社 会
しゃかい

に 参加
さんか

しやすくします。 

   
⑤ 地域

ちいき

の 日本語
にほんご

教 室
きょうしつ

を たすけます。 

   
⑥ 日本語

にほんご

を おしえる 先 生
せんせい

や 外 国 人
がいこくじん

を たすける人
ひと

を そだてます。 

    

 

 (4)医療
いりょう

・保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

の サービスを うけや

すくします 

 
① 地域

ちいき

の 病 院
びょういん

を もっと つかいやすくします。 

  
② 病 院

びょういん

の 通 訳
つうやく

を つかいやすくします。インターネットなども つかいます。 

   
③ 外国語

がいこくご

を つかうことが できる 病 院
びょういん

についての 情 報
じょうほう

を たくさんの人
ひと

に 知
し

らせます。 

   
④ 日本

にほん

の 社 会
しゃかい

福祉
ふくし

の 制度
せいど

について たくさんの人
ひと

に 知
し

らせます。 

   
⑤ 子

こ

育
そだ

てや 福祉
ふくし

の サービスについて 外国語
がいこくご

で 情 報
じょうほう

を 知
し

らせます。 

   
  

  

 (5)住
す

む 家
いえ

を 見
み

つけやすくします 
 

① 家
いえ

を 借
か

りることを ことわられた 外 国 人
がいこくじん

を たすけます。 

  
② 外 国 人

がいこくじん

に 貸
か

すことを ことわらない 家
いえ

の 情 報
じょうほう

を つたえます。 

   
③ 外 国 人

がいこくじん

に 家
いえ

を 貸
か

すことを ことわらないように 教 育
きょういく

を すすめます。 

   
④ 生 活

せいかつ

の 規則
きそく

や 習 慣
しゅうかん

などについて 情 報
じょうほう

を つたえる 活 動
かつどう

を たすけます。その活 動
かつどう

を 兵 庫 県
ひょうごけん

ぜんたいに 広
ひろ

めます。 

    

 

 (6)外国人
がいこくじん

の 就 職
しゅうしょく

を たすけます。働
はたら

きや

すくします 

 
① 外 国 人

がいこくじん

を やといやすくするように 会 社
かいしゃ

からの 相 談
そうだん

を うけます。 

  
② 技能

ぎのう

実 習
じっしゅう

制度
せいど

が 正
ただ

しく つかわれるようにします。会 社
かいしゃ

・地域
ちいき

・役 所
やくしょ

が 連 絡
れんらく

を とりやすくします。 

   
③ 外 国 人

がいこくじん

を やとう 会 社
かいしゃ

の 意識
いしき

を 高
たか

めます。 

   
④ 関 係

かんけい

する 役 所
やくしょ

と いっしょに 外 国 人
がいこくじん

が 安 全
あんぜん

に 安 定
あんてい

して はたらくことが できるようにします。 

   
⑤ 外 国 人

がいこくじん

を やといやすくするように 国
くに

に たのみます。 

   
⑥ 関 係

かんけい

する 役 所
やくしょ

と いっしょに 外 国 人
がいこくじん

の 就 職
しゅうしょく

を たすけます。仕事
しごと

に 必 要
ひつよう

な 教 育
きょういく

をします。 

   
⑦ 会 社

かいしゃ

で 働
どう

くために 必 要
ひつよう

な 日本語
にほんご

教 育
きょういく

を すすめます。 

   
⑧ 外 国 人

がいこくじん

留 学 生
りゅうがくせい

が 兵 庫 県
ひょうごけん

の 会 社
かいしゃ

で インターンシップ＜ 試
ためし

しに 働
はたら

くこと＞を できるようにします。 

    

 

 (7)災害
さいがい

＜地震
じ し ん

、津波
つ な み

、洪水
こうずい

など＞に そなえ

ます。災害
さいがい

のとき 早
はや

く 情 報
じょうほう

を 知
し

る こ

とができるようにします 

 
① 役 所

やくしょ

や 地域
ちいき

の 住 民
じゅうみん

の 団 体
だんたい

と いっしょに 普段
ふだん

から 情 報
じょうほう

を つたえます。地域
ちいき

の 外 国 人
がいこくじん

の 数
かず

を 知
し

っておきます。 

  
② 外 国 人

がいこくじん

のために 災 害
さいがい

が おきたときに そなえて 訓 練
くんれん

をします。 

  
③ 災 害

さいがい

についての 情 報
じょうほう

を 外国語
がいこくご

で つたえます。 

   
④ 大

おお

きい 災 害
さいがい

のときに 外国語
がいこくご

で 情 報
じょうほう

を つたえる 場所
ばしょ

を つくります。 

   
⑤ 災 害

さいがい

についての 情 報
じょうほう

を かんたんな 日本語
にほんご

で つたえます。 

   
⑥ 災 害

さいがい

のときに 家族
かぞく

などと 連 絡
れんらく

が とりやすくします。 

   
⑦ 災 害

さいがい

のときに 避難所
ひなんじょ

＜みんなが 逃
に

げる ところ＞で 外国語
がいこくご

を 話
はな

せるようにします。翻 訳
ほんやく

の 機械
きかい

などを つかいます。  

    

 

 (8)病気
びょうき

が 広
ひろ

がるのを ふせぎます 
 

① 病 気
びょうき

が 広
ひろ

がらないように 外国語
がいこくご

や かんたんな 日本語
にほんご

で 情 報
じょうほう

を つたえます。 

   
② 差別

さべつ

の 書
か

きこみが ないように インターネットを しらべます。 

   
③ 外 国 人

がいこくじん

の あつまりや 外 国 人
がいこくじん

を たすける 団 体
だんたい

が 感 染 症
かんせんしょう

＜うつる 病 気
びょうき

＞に 気
き

をつけて 活 動
かつどう

することを たすけます。 

   
④ 医 療

いりょう

についての 情 報
じょうほう

や 仕事
しごと

を つづけるための 情 報
じょうほう

を 外国語
がいこくご

や かんたんな 日本語
にほんご

で つたえます 

   
⑤ 病 気

びょうき

が 広
ひろ

がっているときに 情 報
じょうほう

を つたえます。外 国 人
がいこくじん

を たすけます。 

   
⑥ 関 係

かんけい

する 役 所
やくしょ

などと いっしょに 外国語
がいこくご

で 相 談
そうだん

できるようにします。 

   
⑦ 外 国 人

がいこくじん

学 校
がっこう

で 教 育
きょういく

を つづけるため 病 気
びょうき

が 広
ひろ

がらないよう たすけます。 

   
⑧ 外 国 人

がいこくじん

学 校
がっこう

の 授 業
じゅぎょう

を 家
いえ

でも うけることが できる 環 境
かんきょう

を つくります。 

４ 誰
だれ

もが 参加
さ ん か

できる 元気
げ ん き

な 

 地域
ち い き

を つくります 

 

 

 

 

 

 (1)兵庫県
ひょうごけん

に すむ 外国人
がいこくじん

が 地域
ち い き

の 活動
かつどう

へ 参加
さ ん か

しやすくします 

 
① 役 所

やくしょ

、外 国 人
がいこくじん

を たすける 団 体
だんたい

、外 国 人
がいこくじん

の あつまりなどが 活 動
かつどう

しやすくします。 

  
② 外 国 人

がいこくじん

の あつまり・外 国 人
がいこくじん

を たすける 団 体
だんたい

などの 意見
いけん

を 聞
き

きます。 

   
③ 外 国 人

がいこくじん

の あつまり・外 国 人
がいこくじん

を たすける 団 体
だんたい

などが 連 絡
れんらく

を とりやすくします。 

   
④ 外 国 人

がいこくじん

の あつまり・外 国 人
がいこくじん

を たすける 団 体
だんたい

などが 交 流
こうりゅう

する 行 事
ぎょうじ

を たすけます。たくさんの人
ひと

が 参加
さんか

できるようにします。 

   
⑤ 兵 庫 県

ひょうごけん

に 住
じゅう

む 外 国 人
がいこくじん

と、外 国 人
がいこくじん

を たすける 住 民
じゅうみん

が 知
し

り合
あ

うようにします。 

   
⑥ 外 国 人

がいこくじん

が 地域
ちいき

の 活 動
かつどう

に 参加
さんか

している 地域
ちいき

のことを 調
しら

べます。その 情 報
じょうほう

を ほかの 地域
ちいき

に つたえます。 

    

 

 (2)多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

をすすめる人
ひと

を そだてます 
 

① 外 国 人
がいこくじん

を たすける 活 動
かつどう

を すすめる人
ひと

を そだてます。 勉 強 会
べんきょうかい

などをします。  

   
② 地域

ちいき

の 多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

を すすめる人
ひと

を そだてます。 

   
③ 通 訳

つうやく

をしたり 学 校
がっこう

で 英語
えいご

を おしえる 外 国 人
がいこくじん

が 地域
ちいき

の 多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

を すすめる 活 動
かつどう

に 参加
さんか

しやすくします。 

   
④ 多文化

たぶんか

共 生
きょうせい

を すすめる 外 国 人
がいこくじん

の あつまりなどを たすけます。 

 


